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今月は「えほん50」２０２５

司書のおすすめ

読み聞かせ会のご案内 上映会のご案内

トドさんに誕生日ケーキを届けることに

なったカモメさん。ところが、おうちか

ら出てきたのは、トドさんによく似たア

シカさんやアザラシさんで…。

大きなクジラが死んで、深海に沈みまし

た。その体は、深海の生きもたちのごち

そうになり…。海の底で命をつなぐ深海

生物たちの物語。

わたしとお兄ちゃんは、戦火を逃れて「ぼ

うけん」の旅にでた。帽子と1冊の本を

手に、難民となった幼い兄妹が辿り着い

たのは…。平和を考える絵本。

夜、おとうさんが、読みかけの絵本を手

にもったまま、ぼくのベッドで寝てし

まった。眠れないぼくの前に現れたのは

…おとうさんの鼻！？ユーモラス絵本。

トドにおとどけ クジラがしんだら

きみはぼうけんか おはよう

かのうかりん かわさきしゅんいち

ガザル・ファトッラヒー 及川賢治

蔵書検索

国富町立図書館の開館時間 ☎ 75-9577
火曜～金曜（月曜休館）

土曜・日曜・祝日

午前10時～午後７時

午前10時～午後５時

■ 読み聞かせ会※フレンド、こぶたの会、司書が週替わりで担当
▶日時：毎週土曜日 11 時～ (20 分 )

▶場所：おはなしのへや

プロジェクターが不調のため、当面の間休止いたします。

クローズアップ　国富町の社会動態増加中

まちの話題　手作りコサージュを胸に卒業式 ほか

まちの話題　小中学校読書感想文コンクール表彰式 ほか

情報広場　令和７年度農作業標準賃金 ほか　

情報広場　アリーナくにとみ運動器具更新 ほか

みんなのひろば 短歌・俳句・川柳、みんなのこえ ほか

国富探訪VOL6　福永慶
けいこ

子さん［一丁田］
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今月の表紙

３月16日㈰に町内の中学校で、25日

㈫に小学校で卒業式が行われ、中学生

１４８人、小学生１４０人が学びやを

巣立ちました。このうち八代中学校で

は、窪
くぼたまさふみ

田雅文校長が「八代中学校で22

名の仲間と学んだことを忘れず、それ

ぞれの夢に向かって努力してくださ

い。新しい世界へと巣立ち行く皆さん

を応援しています」と新たな門出を祝

い、和田大
だい ち

地さん（八代中３年）が卒

業生を代表し、答辞を述べました。
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国富町の社会動態増加中

今、子育て世代に 選
ばれて

い
る
！？

　

現
在
、
少
子
高
齢
化
な
ど
を
背
景

に
、
死
亡
者
数
が
出
生
数
を
上
回
る

状
況
が
続
き
、
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
人
口
の
減
少
幅
を

緩
や
か
に
す
る
た
め
に
は
、
少
子
化

対
策
に
加
え
、
人
口
流
出
を
防
ぐ
移

住
定
住
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
町
で
は
、
子
育

て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
が
少
し
ず
つ
実
を
結
び
、
近

年
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
本
町
へ

の
転
入
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、
人
口
減
少
を
緩
や
か
に

す
る
要
因
「
社
会
動
態
」
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
県
が
ま
と
め
た
「
宮
崎

県
の
人
口
」
の
調
査
結
果
と
、
町
が

取
り
組
む
支
援
を
紹
介
し
ま
す
。

C
ク ロ ー ズ ア ッ プ

LOSE-UP

お知らせ　今年は、日本に住むす

べての人と世帯を対象とした、最

も重要な統計調査「国勢調査」の

年です。調査へのご協力

をお願いします。

調査期日　令和７年10月１日
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崎
県
の
現
住
人
口
を
調
査
す

る
「
宮
崎
県
の
人
口
（
令
和

６
年
10
月
１
日
）
」
が
公
表
さ
れ

ま
し
た
。
本
調
査
は
、
５
年
ご
と

に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査
の
間
の
、

各
年
、
各
月
の
人
口
、
お
よ
び
世

帯
数
の
推
移
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
県
が
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
本
町
は
、

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
６

年
９
月
30
日
ま
で
の
一
年
間
で
、

転
入
者
が
転
出
者
を
１
０
３
人
上

回
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
の
数
は
、
増
加
と
な
っ
た

６
市
町
の
中
で
都
城
市
に
次
い
で

県
内
２
番
目
で
す
。
年
齢
層
別
で

は
30
歳
代
が
最
も
多
く
、
若
い
世

代
や
子
育
て
世
代
が
多
く
転
入
し

て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
転
入
す
る
人
が
い
る
一

方
、
転
職
や
結
婚
な
ど
環
境
の
変

化
で
転
出
す
る
人
も
い
ま
す
。
転

出
の
理
由
は
、
必
ず
し
も
生
活
環

境
に
不
満
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
転
出
の
際
に
ご
協
力
い

た
だ
く
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
自
然

豊
か
で
近
所
の
人
が
温
か
く
、
安

心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
」や
「
買

※各年、10月１日～ 9月30日の計
（人）
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本町と県内町村（計）の社会増加数

宮

春は出会いと別れの季節―

転入と転出の数が大きく変わるこの時期に

人口の動き「社会動態」に関心を寄せてみませんか

国富町の社会増加数の推移●

県内町村（計）の社会増加数の推移●

資料　宮崎県の人口（年報）

市町村別の人口の推移を詳しく知りたい人

は、上記QRコードから確認ください。

転
出
者
の
声

●+103

-598

社会動態とは　：転入と転出で起こる人口変動のこと

  社会増加数とは： 転入者数と転出者数の差のこと（マイ

ナスの場合は社会減少数と表現する）

●●+103●

国富町は都城市に次いで県内２番目

の社会増加数を記録しました！
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い
物
や
病
院
が
身
近
で
暮
ら
し
や

す
い
」、
「
で
き
る
こ
と
な
ら
住
み

続
け
た
い
」
な
ど
好
意
的
な
意
見

も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
環
境
に
魅

力
を
感
じ
な
が
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
で
転
出
し
て
い
る
の
で
す
。

　

転
入
者
数
の
維
持
や
増
加
に
つ

な
が
っ
て
い
る
要
因
は
町
の
施
策

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
転
入
す

る
人
を
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
が
あ
り
「
住
み
続
け
た

い
」
と
の
声
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
定
住
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は

転
入
後
の
「
地
域
の
つ
な
が
り
」

が
大
切
で
す
。
引
き
続
き
、
本
町

で
の
暮
ら
し
の
知
識
や
経
験
を
伝

え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

町
と
し
て
も
、
引
き
続
き
、
人

口
の
維
持
・
増
加
に
向
け
た
施
策

に
力
を
入
れ
ま
す
。
国
富
町
移
住

支
援
金
制
度
な
ど
の
移
住
定
住
支

援
施
策
を
は
じ
め
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
や
第
２
子
保
育
料
無
償
な

ど
の
子
育
て
支
援
施
策
、
宮
崎
市

に
隣
接
す
る
地
の
利
や
自
然
豊
か

な
風
土
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点

か
ら
本
町
の
魅
力
を
捉
え
、
町
内

外
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

■国富町に住みたい人のための支援や制度を紹介します

子育て支援も充実

第２子の保育料無償

くにとみ暮らし支援事業 国富町移住支援金制度

健やか子育てエール便 子育て支援をひと目で

幼児教育の重要性や、子育

て家庭の経済的負担の軽減

を図る少子化対策の観点か

ら、保育所や認定こども園

および幼稚園に通う第２子

の保育料無償化に取り組ん

でいます。

国富町への定住のため、本町に住宅を新築、

または購入、増改築した人に対し、生活支

援として奨励金を交付する。

◎要件

令和６年４月１日以降に住民登録をした人

で、かつその他要件がありますので、詳し

くは、お問い合わせください。

問役場総合戦略課☎75-3126（内線243）

三大都市圏等（東京圏・名古屋圏・大阪圏

および福岡県）から国富町に移住し、一定

の要件を満たした人に対し世帯１００万円を

支給（単身国事業：６０万円・県事業：３０万

円）します。支給の要件など、詳

しくは町ホームページ（右記ＱＲ）

をご確認ください。

６か月から1歳６か月にな

る間で３回、おむつや粉ミ

ルクなど希望する育児グッ

ズを自宅にお届けします。

お届けの際は、町の保健

師や看護師が訪問しますの

で、ぜひ、育児で気になる

ことをご相談ください。

さまざまな町の

子育て支援策が

あります。詳し

くは、子どもの成長段階ご

とにまとめたパンフレット

をご確認ください。

「育てる」を

応援しています

くにとみ暮らし（定住）を支援しています

ま
ち
の
魅
力
と
施
策
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情
報
を
選
び
、
読
み
解
き
、
表
現
す
る
力
を
養
う

木
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
会
と
木
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

青
パ
ト
隊
へ
の
感
謝
の
思
い
詰
ま
っ
た
作
品
並
ぶ

　

３
月
10
㈪
・
11
㈫
両
日
、

国
富
町
宮
日
新
聞
の
日
第
３

回
新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
関

心
の
あ
る
新
聞
記
事
を
も

と
に
、
自
分
の
考
え
や
思
い

を
文
章
で
表
現
す
る
も
の
で

す
。
今
年
は
、
町
内
の
小
中

学
校
か
ら
１
１
２
４
点
の
応

　

町
木
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

会
（
長
友

仁
ひ
と
し

会
長
）
が
町

内
の
小
学
校
６
年
生
を
対
象

に
、
卒
業
式
で
胸
に
付
け
る

コ
サ
ー
ジ
ュ
作
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
し
た
。

　

３
月
18
日
㈫
、
森
永
小
学

校
の
６
年
生
19
人
が
コ
サ
ー

ジ
ュ
作
り
に
挑
戦
。
ス
ギ
材

を
削
っ
た
か
ん
な
く
ず
や
リ

ボ
ン
、
中
学
校
生
活
へ
の
「
思

 

「
わ
た
し
と
青
パ
ト
」
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
３

月
12
㈬
、
町
図
書
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
同
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
昨
年
、
町
青
少
年
育
成

町
民
会
議
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
（
水
元
正ま

さ
み
つ満

会
長
）
が
九

州
防
犯
功
労
団
体
表
彰
を
授

賞
し
た
こ
と
を
記
念
し
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
式
で
は
、

募
が
あ
り
、
小
学
校
下
学
年

の
部
で
松ま

っ

た田
昇し

ょ
う
や也

さ
ん
（
木

脇
小
２
）、
上
学
年
の
部
で

結ゆ

う

き城
陽ひ

ま

り葵
さ
ん
（八
代
小
５
）、

中
学
校
の
部
で
青
野
真ま

り

な

里
奈

さ
ん
（
本
庄
中
３
）
が
最
優
秀

賞
を
受
賞
。
結
城
さ
ん
は
「
高

齢
者
を
支
援
す
る
記
事
か
ら

自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
を
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

カ
ー
ド
な
ど
、
約
20
個
の
材

料
を
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。

　

三
原
功こ

う
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
森
永

小
６
）
は
「
花
び
ら
が
綺
麗

に
見
え
る
よ
う
丁
寧
に
作
業

し
ま
し
た
」
と
笑
顔
。
長
友

会
長
は
「
使
用
す
る
素
材
と

道
具
の
役
割
に
目
を
向
け
な

が
ら
制
作
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
賞
を
受
賞
し
た
未
就
学
児

部
門
の
森
﨑
菜な

な

み

々
美
さ
ん
と

小
学
生
部
門
の
宮
本
倖こ

の

か

ノ
加

さ
ん
、
中
学
生
部
門
の
柚
木

﨑
咲さ

ら空
さ
ん
へ
水
元
会
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
宮
本
さ
ん
は
「
絵
具
と

ペ
ン
を
使
っ
て
隊
員
の
表
情

や
帽
子
、
光
の
反
射
を
書
き

ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
聞
ス
ク
ラ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

手
作
り
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
胸
に
卒
業
式

わ
た
し
と
青
パ
ト
絵
画
コ
ン
表
彰
式

小学校上学年の部最優秀賞の結城さん（八代小５）
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団
員
一
堂
「
ま
ち
の
安
全
安
心
」
誓
う

大
切
な
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

「
自
ら
声
を
出
し
、
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
た
い
」

　

長
峯
歩
乃
蘭
さ
ん
（
木
脇

中
１
）
が
３
月
17
日
㈪
、
町

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
、
荒
木
幸こ

う
い
ち一

教
育
長
へ

「
第
36
回
都
道
府
県
対
抗
全

日
本
中
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
」
へ
の
出
場
を
報
告
し

ま
し
た
。
昨
年
、
選
考
会
を

経
て
、
県
の
代
表
選
手
に
選

抜
さ
れ
た
長
峯
さ
ん
。
１
月

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
教
室
が
３
月
13
日
㈭
、
八

代
中
学
校
３
年
生
を
対
象
に

開
か
れ
ま
し
た
。
花
を
通
じ

て
、
中
学
校
生
活
を
支
え
て

く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
て
ほ
し
い
と
町
花

き
振
興
研
究
会
（
坂
口
博ひ

ろ
ゆ
き幸

会
長
）
が
主
催
し
た
も
の
で

す
。
生
徒
た
ち
は
、
町
内
産

　

国
富
町
消
防
団
入
退
団
式
が
３

月
20
日
㈭
、
ア
リ
ー
ナ
く
に
と
み

で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
谷

山
繁し

げ
の
り則

団
長
が
新
部
長
と
新
入
団

員
16
人
へ
辞
令
を
交
付
し
た
後
、

新
入
団
員
を
代
表
し
て
第
一
分
団

第
四
部
の
二
見
塁る

い

さ
ん
が
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
勤

続
５
年
以
上
の
退
団
者
に
、
日
髙

利と

し

お夫
町
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
勤
続
５
年
以
上
の
退
団

者
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（敬
称
略
）

か
ら
は
、
県
内
外
で
開
か
れ

る
県
全
体
の
練
習
会
に
参
加

し
チ
ー
ム
力
と
競
技
力
の
向

上
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
同
大
会
を
前
に
「
一

勝
で
も
多
く
で
き
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
。
ま
た
、
自
分
か

ら
声
を
出
し
、
チ
ー
ム
を
盛

り
上
げ
た
い
で
す
」
と
意
気

込
み
を
話
し
ま
し
た
。

の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
や
県
内

産
の
ス
イ
ト
ピ
ー
な
ど
６
種

類
の
花
を
吸
水
性
の
ス
ポ
ン

ジ
に
挿
し
、
花
か
ご
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
同
校
３
年
の

地ち

だ田
幸ゆ

き
ひ
ら閃

さ
ん
は
「
き
れ
い

な
仕
上
が
り
に
な
る
よ
う
考

え
て
制
作
し
ま
し
た
。
家
族

へ
日
頃
の
感
謝
を
伝
え
た
い

で
す
」
と
笑
顔
で
し
た
。

国
富
町
消
防
団
入
退
団
式

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

長
峯
歩ほ

の

か
乃
蘭
さ
ん
が
全
国
大
会
出
場

まちの話題まち 話題
kuni

tomi
×

×
topics

部名等 氏名 出身地区

副団長 本山　大
だいすけ

輔 上床

第１分団第１部 巣山　康
やすたか

貴 犬熊

第１分団第４部 一万田親
し ん た ろ う

太郎 十日町西

第１分団第４部 野田　高
た か し

志 十日町東

第２分団第１部 信
のぶかね

包　和
かずひろ

洋 竹田

第２分団第２部 川﨑　大
だいすけ

輔 須志田東

部名等 氏名 出身地区

第３分団第１部 池袋　和
かずのり

紀 尾園

第３分団第１部 西　　皐
こ う き

樹 門前

第３分団第２部 大塚浩
こ う た ろ う

太郎 井野

第３分団第３部 青木　　悟
さとる

旭

第３分団第５部 黒河　勇
ゆ う や

哉 川上

女性消防団 下
しもおおさこ

大迫聡
さ と み

美 井野

退団者代表あいさつを務めた本山さん
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　町スポーツ少年団のくにとみＪＶＣ（バレーボー

ル競技）が２月 26日㈬、荒木教育長へT-FIVE 

CUP2024全国大会への出場を報告しました。キャプ

テンを務める日髙瑛
え い た

太さんは「一日一日、目標を立て

て練習を頑張っています。大会当日は、チームのスロー

ガン『僕たちは挑戦者　思いきり行こう』を胸に、精

一杯頑張りたいと思います」と意気込みました。

「僕たちは挑戦者 思いきり行こう」

くにとみ J
ジェイブイシー

VC が全国大会に向け決意新たに

荒木教育長から県外大会出場補助金が手渡されました

　チャリティーイベント「ホワイトリボンラン」が３

月1日㈯、法華嶽公園で開かれました。今年は、くに

とみブリッジ（井戸川紀
き よ こ

代子代表）の会員など17人が

参加。参加者は、女性がより健康に自分らしく生きる

社会の実現を願い、同園内を約２㎞走りました。チャ

リティーで集められた参加費の一部は、国際協力ＮＧ

Ｏジョイセフを通じ、女性支援などに充てられます。

国際女性デーを前にチャリティーイベント

法華嶽公園でホワイトリボンラン

ホワイトリボンは女性の健康と権利の大切さを伝えるシンボル

　国富町小中学校読書感想文コンクール表彰式が２月

25日㈫、町図書館で開かれ、最優秀賞と優秀賞に輝い

た皆さんへ荒木幸
こういち

一教育長から表彰状が手渡されまし

た。コンクールには、町内の小中学校から計49編の応

募があり、各学年ごとに最優秀賞と優秀賞が選ばれま

した。式で、荒木教育長は「これからもさまざまな本

と巡り会い、感性を磨いてください」と話しました。

本を読み終えた感動や共感を感想文に

小中学校読書感想文コンクール表彰式

各学年の受賞者の皆さん

小学校１年 最優秀賞 川
かわばた

端　逢
あ お い

生（森永小）

小学校１年 優秀賞 松
ま っ た

田　莉
れ な

奈（木脇小）

小学校２年 最優秀賞 緒方　瑛
え い と

翔（木脇小）

小学校２年 優秀賞 多
た ぞ の

園莉
り り か

凛果（本庄小）

小学校３年 最優秀賞 若松　里
り か

香（八代小）

小学校３年 優秀賞 黒
く ろ ぎ

木　康
こうせい

生（森永小）

小学校４年 最優秀賞 田口　莉
り り

璃（木脇小）

小学校４年 優秀賞 児玉　暖
は る と

大（森永小）

小学校５年 最優秀賞 結
ゆ う き

城　陽
ひ ま り

葵（八代小）

小学校５年 優秀賞 鳥原　夏
な つ き

輝（森永小）

小学校６年 最優秀賞 関谷悠
ゆ う た ろ う

太郎（木脇小）

小学校６年 優秀賞 森山　優
ゆ う き

希（森永小）

中学校１年 最優秀賞 日髙　　咲
さき

（本庄中）

中学校１年 優秀賞 東　　怜
れ あ

杏（木脇中）

中学校２年 最優秀賞 合
ご う だ

田　　采
さい

（本庄中）

中学校２年 優秀賞 水元　優
ゆ な

菜（本庄中）

中学校３年 最優秀賞 中野　叶
と あ

彩（八代中）

中学校３年 優秀賞 青野真
ま り な

里奈（本庄中）
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　本庄中学校の昭和54年度卒業生で構成する同窓会

「辰巳会」の皆さんが３月６日㈭、同校を訪れ、久
く が

峩

秀
ひでたか

隆校長へ寄付金を手渡しました。寄付金は、同会の

皆さんが還暦を迎えたことを記念し送られたもので

す。同会の代表を務める藤元建
け ん じ

二さん[稲荷]は「教育

環境の整備に必要な備品の購入や更新などに役立てて

ほしい」と話し、母校の更なる発展を祈念しました。

本庄中学校昭和 54 年度卒業「辰
た つ み

巳会」

母校の発展を願い、還暦記念に寄付金贈呈

代表し訪れた平賀誠
まこと

さん、藤元建
けんじ

二さん、菊
きくだ

田武
たけみつ

光さん、郡史
ふみひろ

祐さん

　五穀豊穣や無病息災などを祈願する初午大祭が３月

２日㈰、剣柄稲荷神社で開かれ、多くの参拝者が訪れ

ました。例祭の後には、巨大な鏡餅を持ち上げ、歩い

た距離を競う伝統行事「大力餅運び」が開かれ、大人

の部と子どもの部、合わせて32人が参加しました。

28.2kgの餅を13m運んだ吉田敬
けいしろう

士郎さんは「思った

より運ぶことができて嬉しかったです」と笑顔でした。

剣
けんのつか

柄稲荷神社で初午大祭

伝統行事「大力餅運び」に熱視線

餅の重さは子どもの部で28.2kg、大人の部で116kg

まちの話題まち 話題
kuni

tomi
×

×
topics

　26市町村物産市in第11回まつり宮崎が３月８日㈯、

アミュひろばで開かれました。国富町ブースは、白玉

まんじゅうや蜜芋、うずら車キーホルダーなどを販売

したほか、最高5,000円相当の特産品が当たる「特産

品ガチャ」が来場者の関心を集めるなど大盛況。また

特設ステージでは、国富町ふるさと大使を務める演歌

歌手の二見颯
そういち

一さんが会場を大いに盛り上げました。

県内の特産品が一堂に集結

26 市町村物産市 in 第 11 回まつり宮崎

特産品ガチャは150個が完売

　３月11日㈫、国際ソロプチミスト宮崎―東諸（村田

れい子会長）の皆さんが役場を訪れ「町民の皆さまの

ため、少しでもお役に立てれば」と日髙利
と し お

夫町長に寄

付金を手渡しました。寄付金は、町民祭や同団体主催

のバザー活動などを通じて集められたものです。町社

会福祉協議会を通じて、地域福祉事業などに活用させ

ていただきます。ご厚意に、心よりお礼申し上げます。

多様な活動を通じて国富町を応援

寄付金贈呈「地域福祉事業に役立てて」

活動30周年を迎えた国際ソロプチミスト宮崎―東諸

2025　広報くにとみ　４月号 9



は募集

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲▲ ▲▲ ▲

はイベント

▲

▲
▲

はお知らせ

買 い 物 気 分 で 情 報 探 し を 楽 し ん で

く に と み 情 報 広 場

一般廃棄物処理手数料改定

エコクリーンプラザみや

ざきの直接搬入手数料、

およびほがらか湯の使用

料が変わりました。（上記QRコード）

問町民生活課☎75-3816（内線358）

▲

▲
▲

国富町議会議員選挙が実施されます

投票日と投票場所、投票できる人 期日前投票と期日前投票の移動支援

マイナポータルを使用した不在者投票請求

▶投票日　４月20日㈰、午前７時～午後６時まで

▶投票日の投票場所　入場券の表面に記載された投票所

▶ 投票できる人　平成19年４月21日までに生まれた人、か

つ令和７年１月14日までに本町へ転入届を提出し、引き続

き３か月以上住民登録をし、選挙人名簿に登録されている人

▶ 持参物　１人１枚の入場券を各世帯ごとに発送しま

す。ご自身の氏名の記載のある入場券を持参してく

ださい。※入場券を忘れた場合でも投票できます。

投票所入場券裏面の期日前投票宣誓書に必要事項を記

入していただくとスムーズに投票ができます。

▶期日前投票期間　４月16日㈬～４月19日㈯

▶期日前投票時間　午前８時30分～午後８時まで

▶期日前投票場所　国富町立図書館多目的研修室

デマンド型乗合タクシー「よつば号」に登録している

人は、期日前投票期間中、自宅から期日前投票所まで

の往復分の利用料金が無料になります。

▶ 利用方法（行き）　よつば号乗車時、運転手に投票

所入場券を見せる。期日前投票所の受付で投票済証

の交付を申し出る。

▶ 利用方法（帰り）　運転手に投票済証を見せる。

問国富町選挙管理委員会・明るい選挙推進協議会

☎７５- ３１１８

住民票のある国富町以外の場所に滞在している人

が、滞在先の市区町村選挙管理委員会で投票を行

う場合、マイナンバーカードを利用して投票用紙

の請求ができます。詳しくは左記QRコードをご確認ください。

マイナンバーカード手続き

▶     マイナンバーカードの申請　手続

き希望日を町民生活課へ電話予約

し、役場へお越しください。役場

で顔写真を撮影し申請します。

▶     マイナンバーカードの受け取り　

申請後、交付通知ハガキが届きま

すので、受け取り日時を予約のう

え、役場へ取りに来てください。

●      休日交付　9時～ 11時※要予約

　４月13日㈰、５月11日㈰　

●     夜間交付　17時～ 19時※要予約

　４月17日㈭、５月15日㈭

●     平日交付　8 時 30 分～ 11 時 30

分　13時30分～ 16時30分

問町民生活課☎75-9402（内線３５２）

▲

▲
▲

▶ ▶ ▶

新婚生活を応援します

結婚を機に町内で新生活

を開始した夫婦へ最大30

万円を助成します。

▶ 支援内容　❶住宅賃借費用の支援

（敷金、礼金、仲介手数料※家賃

は対象外）❷引越費用の支援（業

者支払分の実費）

▶ 注意点　助成は、❶と❷の合計に

対し30万円を限度とします。また

婚姻日の年齢が夫婦ともに３９歳

以下であることや、夫婦の合算所

得額が500万円未満であることな

ど、助成の要件があります。

問福祉課☎75-9403（内線３２５）

▲

▲
▲

令和７年度農作業標準賃金

※令和７年４月１日から適用

※ 稲刈り：倒伏のため作業困難な場

合は、その程度により2,000円以

上を標準賃金に上乗せします。

※  10㌃当たりの標準的な賃金です。

圃場条件や作業内容などが通常と

異なる場合は、当事者間で相談の

うえ決めてください。

問農業委員会☎75-3228（内線４３２）

▲

▲
▲

農作業の項目 10 ㌃当たり

田植

準備

作業

荒 起 6,000 円

荒 代 5,000 円

植 代 7,000 円

一 切 18,000 円

田植え 機 械 植 え 7,000 円

防除
ミ ス ト 機 2,000 円

 薬剤等除く動 噴

稲刈り

コンバイン 17,000 円

バインダー 9,000 円

ハーベスタ 8,000 円

一 般 作 業 賃 金
１日当たり
7,620 円

深 耕 デ ィ ス ク 5,000 円

稲 わ ら 梱 包 9,000 円

畦 塗 り
１㍍当たり

60 円

102025　広報くにとみ　４月号 



市外局番 ： ０９８５
▶国富町役場（７５- ３１１１）※お問い合わせの際は、内線番号をお伝えください

▶総合文化会館（７５- ２３６１）　▶法華嶽公園（７８- １９４３）　▶アリーナくにとみ（８６- ６２２２）　▶図書館（７５- ９５７７）　

乳児相談と離乳食教室

■にこにこサークル（乳児相談）

▶日時　5月13日㈫13時～ 14時受付

▶次回開催　６月３日㈫

　 授乳相談のほか、身長や体重など

の測定もありますので母子健康手

帳を持参してください。

■マンマクラブ（離乳食教室）※要予約

▶  日時　5月27日㈫9時45分～ 10時受付

▶申込締切　５月19日㈪

▶ 次回開催　６月17日㈫

   　 感染症予防のため調理実習は行わ

ず試食のみになります。母子健康

手帳やタオル、必要に応じて子ど

も用の椅子などをお持ちください。

問保健センター☎７５- ３５５３

▲▲
▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲▲ ▲▲ ▲▲

病後児保育を知っていますか

ホッケストック 2025

全国から約19組のミュージシャンを

招き、ホッケストック２０25ミュー

ジックフェスティバルvol26を開催

します。当日はさまざまなジャンル

のライブやパフォーマンス、だれで

も参加できるゲームを行うほか、飲

食やグッズなどの出店が盛りだくさ

んです。法華嶽公園の自然を感じ、

有意義な時間を過ごしませんか。

▶日時　４月12日㈯10時～ 19時

▶ 場所　法華嶽公園　第一駐車場横

▶ 内容　野外音楽ライブ（約19組）

▶ 入場料　2,000円※高校生以下無料

問ホッケストック実行委員会　山下

☎０９０－４４８８－９８１９

▲▲
▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲▲ ▲▲ ▲▲

結核健診の会場変更

昨年度まで、各地区公民

館などを巡回していまし

た結核健診は、令和７年

度から総合健診と同日同会場となり

ました。原則、各地区公民館などの

巡回は行いませんので、総合健診の

日程で受診してください。受診は事

前の予約が必要です。各種健診総合

申込書から申し込むか、上記QRコー

ドからWEB予約を行ってください。

問保健センター☎75-3553

▲

▲
▲

納税相談の開催日変更

毎週水曜日に実施している納税相談

は、令和７年度から毎月、第２・４

水曜日に変更します。また、本紙14

ページで、毎月の開催日を紹介して

いますので、ご確認ください。

▶４月の日程　４月９日㈬、23日㈬

▶場所　税務課

問税務課☎75-9404（内線367）

▲

▲
▲

病後児保育ってなに？

利用料金と必要書類（右記２施設同じ）

施設名：病後児保育施設「天使の家」

施設名：病後児保育室もりながナーサリー

病後児保育は、病気の「回復期」にある子どもを対象

に保育を行うことです。町内には病後児保育施設が２

施設あり、町では、県と連携し、利用料の助成を行っ

ています。子どもの病気で仕事が休めない場合や、普

通保育へ登園させるのは心配な場合などお困りのとき

にご利用ください。※回復期は「病気が治りかけだか、

完全に完治していない状態」のことです。回復期であ

るかどうかの判断は、かかりつけ医や病後児保育の実

施施設へご相談ください。

▶対象者　生後６か月から小学生まで

▶ 利用時間　月曜から金曜、８時～ 17時

まで※土曜、日曜、祝祭日、お盆、年末

年始は休み

▶住所　国富町大字本庄271番地

問病後児保育施設天使の家（太田原にじ色こども園）

☎75-6778

▶対象者　生後６か月から小学生まで

▶ 利用時間　月曜から金曜、８時～ 17時

まで※土曜、日曜、祝祭日、お盆、年末

年始は休み

▶住所　国富町大字竹田141番地２

問病後児保育室もりながナーサリー（もりながこども園）

☎090-5877-1489

▶ 利用料金　町内在住の未就学児と小学生は無料、町

外在住の未就学児と小学生は1,500円

▶ 必要書類　利用時に現症連絡票が必要（前日または

当日の朝、かかりつけの医師に記入してもらう書類）

利用は、事前に各施設へお問い合わせください。
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は募集

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲▲ ▲▲ ▲

はイベント

▲

▲
▲

はお知らせ

買 い 物 気 分 で 情 報 探 し を 楽 し ん で

く に と み 情 報 広 場

令和８年の歌会始のお題

宮内庁の令和８年歌会始

のお題が「明
めい

」と定めら

れました。歌に詠む場合

は熟語にしても訓読しても差し支え

ありません。詠進歌を提出する人は、

上記QRコードから詠進要領と注意事

項をご確認ください。

▶ 詠進の期間　９月30日㈫まで

シニア元気アップ運動教室参加者募集

災害ボランティアを募集

町社会福祉協議会（国富

町災害ボランティアセン

ター）では、町内の企業

や個人を対象に、事前登録型の災害

ボランティアを募集しています。災

害復旧作業のほか、災害ボランティ

アセンターの運営補助も必要となり

ますので、登録のご協力をお願いし

ます。災害ボランティアは、上記QR

コードから登録することができます。

問町社会福祉協議会☎75-6267

行政相談の会場を変更

行政相談は、令和７年度

から町図書館ボランティ

ア室で開催します。行政

相談の利用は予約が不要です。行政

相談では、国や県、町の仕事や手続

きに関する困りごとを相談すること

ができますので、お気軽にお越しく

ださい。詳しくは、上記QRコードか

ら確認することもできます。

問総務課☎75-3118（内線222）

▲

▲
▲

▲

▲
▲

生ごみ指定袋の価格改定

生ごみ指定袋の原材料「生分解性プラ

スチック（BioPBS）」の価格高騰のた

め「国富町生ごみ指定袋」の価格を

下記のとおり改定します。皆さまの

ご理解とご協力をお願いします。

▶ 改訂内容　令和７年６月１日から

国富町生ごみ指定袋（10枚入り）

を270円に改定※30円の増額

問町民生活課☎75-3816（内線358）

アリーナくにとみ運動器具更新

スポーツ振興くじ助成金を活用し、ア

リーナくにとみトレーニング室に設

置している運動器具を更新しました。

ぜひご利用ください。活用したスポー

ツ振興くじ助成金は、独立行政法人

日本スポーツ振興センター (JSC)が

行う事業で、スポーツくじ(toto・

BIG)の収益を財源にスポーツ環境の

整備を推進するものです。

▶     内容　太ももや背中を中心に鍛え

ることのできる運動器具を更新。

▶     使用料　トレーニング室の使用料

が必要です。一般200円、児童生

徒および高校生100円。

問アリーナくにとみ☎86-6222

▲

▲
▲

シニア元気アップ運動教室 シニア元気アップサポーター募集

転倒防止や筋力維持に向け、専門士の指導のもと、定

期的に身体を動かす「シニア元気アップ運動教室」を

開催しています。運動教室は、体育館や公民館など25

箇所で開催しています。自分に合ったペースで運動を

することができるので、まずは最寄りの会場にお気軽

にお越しください。身体を動かすことを習慣にし、健

康寿命を延ばしましょう！※開催日程と会場は、保健

介護課で配布するほか、各区へ４月に回覧しています。

シニア元気アップ運動教室のサポーターを募集します。

サポーターは、養成講座を修了後、有償ボランティアと

して、各教室で体操などの指導を行います。

▶ 募集対象者　70歳未満の人

▶  募集人数　10人

▶  養成講座　講義10時間（２時間を５回）、実習約10時

間（２時間を５回以上）※指導は、健康運動指導士や介

護予防運動トレーナーが行います。

▶  講座の日程　6/18、６/25、7/9、７/23、７/30、８/6

▶  時間　13時30分から15時30分

▶ 場所　アリーナくにとみ多目的室

▶  受講料　5,000円※教材など

▶ 申込締切　5月16日㈮まで保健介護課で随時受付

問保健介護課☎７５-9423（内線 318）
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市外局番 ： ０９８５
▶国富町役場（７５- ３１１１）※お問い合わせの際は、内線番号をお伝えください

▶総合文化会館（７５- ２３６１）　▶法華嶽公園（７８- １９４３）　▶アリーナくにとみ（８６- ６２２２）　▶図書館（７５- ９５７７）　

生涯学習講座受講者募集

令和７年度の生涯学習講座の受講生

を募集します。

▶ 対象者　町内在住者、町内に勤務する人

▶ 開講回数　10回（1回2時間程度）

▶ 申込期限　４月16日㈬

▶ 講座名　歌の教室、太極拳、ヨガ、

スポーツ吹矢、ペーパークラフト、

エイサー、フィットネス、水彩画、

英会話、書にしたしむ、食楽、美と

体幹トレーニング、パッチワーク、

パステル・クレヨン画、郷土史、短

歌、俳句、ギター入門、川柳、き

ものとマナー、ニュースポーツ、茶

道、フラワーアレンジメント、四半

的弓道、かわいいキャンドル作り

問社会教育課☎75-2361（内線４２2）

ふれあい短歌大会詠草募集

７月27日㈰に開催する「第38回国

富町ふれあい短歌大会」の短歌詠草

を募集します。受賞発表や取材など

に際し、作品と氏名、市町村名を公

表させていただく場合があります。

▶ 大会内容　講師選賞などに選ばれ

た人への表彰、選者ごとに分かれ

て歌評を行う分科会、歌人の大
おおもり

森

静
し ず か

佳先生と土
と き

岐友
ともひろ

浩先生を迎えて

の講演会を実施します。

▶ 対象者　県内在住の短歌愛好者な

ら、どなたでも応募できます。

▶ 応募方法　ハガキに、未発表の短歌

詠草（１人１首）、郵便番号、住所、氏

名（ふりがな）、電話番号（自宅・携帯）

を記入して応募※読みやすい字（楷

書）で記載してください。

▶ 応募先　〒880-1192   国富町大

字本庄４８００番地  国富町役場  社

会教育課内 ふれあい短歌大会係

▶ 応募締切　５月16日㈮必着

問社会教育課☎75-2361（内線４２５）

「美術の間」出展者募集

国富町総合文化会館２階

の「美術の間」の出展者

を募集します。美術の間

は、非営利活動を行う団体や個人の

作品発表の場として無料で利用する

ことができます。予約状況や使用条

件などの詳細は、上記QRコードから

ご確認いただくか社会教育課へ直接

お問い合わせください。

▶ 面積　約９０㎡※展示スペースを

縮小して使用することも可能です。

▶ 主な展示用備品　壁面ピクチャー

レール、システムパネル、フェルト台

各サイズ、小型ホワイトボード、長机

問社会教育課☎75-2361（内線423）

スタンプを集めてガチャガチャに挑戦

キッチンカーやハンドメイド、子どもたち

が楽しめるワークショップなど約70店が

集う「ほけだけマルシェ PiCNiC」を開催

します。当日は、ぜひ、レジャーシートをお持ちにな

り、美味しいものを食べたり、公園内のアクティビティ

を楽しんだり思い思いの時間をお過ごしください。最新

情報は I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagramでお届けしています。上記QRコー

ドからフォローのうえご確認ください。

▶ 日時　５月３日㈯10時～ 16時※雨天中止

▶ 場所　法華嶽公園ふれあい広場

▶  もっと楽しくなる無料貸し出し　バドミントンやス

トライダー、キックボードなどの遊び道具のほか、

レジャーシートあり※数に限りがあります。

当日は、各店舗でお買い物をするとスタンプがもら

える「スタンプラリー」を企画しています。スタン

プを３つ集めると国富町の特産品などさまざまな景

品が当たります。

ほけだけマルシェ P
ピ ク ニ ッ ク

iCNiCを開催

ほけだけマルシェ PiCNiC の内容

問ほけだけマルシェ実行委員会 I
イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram

☎左記 QR コードからメッセージをお寄せください
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　俳句・川柳・短歌を投稿されるときは必ず楷書で、かつ投稿者の住所 (区名 )・氏名・電話番号を記入してください。また、特別
な読み方をする漢字などは、正確に書いてふりがなを付けてください。投稿は、俳句・川柳・短歌のうち、いずれか一作品とさせ
ていただきます。なお、投稿締切は毎月１８日（日曜・祝日等の場合はその翌日）です。※掲載順は作品の優劣には関係ありません。

郵送のあて先 〒８８０－１１９２ 国富町役場 総務課「広報くにとみ みんなの広場」
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い
深
く
眠
り
ぬ　
　
　
　

三　
　

名　

松
原
八
重
子

「
着
い
た
よ
う
」
パ
リ
に
着
い
た
と
孫
よ
り
メ
ー
ル
来
こ
の
文
明
の
ス
ピ
ー
ド
に
昭
和
一

ひ
と
け
た桁

從つ

い
て
は
行
け
ず　
　

十
日
町
西　

関
谷
モ
モ
チ

娘
い
ざ
新
天
地
へ
と
出た

び

だ発
た
ん
夫つ

ま

と
若
さ
を
身
に
携
え
て　
　
　
　
　
　
　
　

六 

日 

町　

篠
原
美
恵
子

「
大
好
き
」
と
「
あ
り
が
と
う
」
の
花
を
束た

ば

ね
て
贈
る
よ
気
持
ち
ば
あ
ち
ゃ
ん
宛
に　
　
　

六 

日 

町　

篠
原  

沙
織

ふ
る
さ
と
の
天
ヶ
城
跡
の
千
本
桜
お
城
の
天
守
も
歴
史
を
語
る　
　
　
　
　
　

向　
　

高　

三
秋
ミ
ツ
子

美
し
き
日
本
な
ど
と
は
絵
空
事
日
毎
の
ニ
ュ
ー
ス
に
心
お
の
の
く　
　
　
　
　

若　
　

宮　

湯
浅
ミ
ネ
子

「
近
頃
は
元
気
が
い
い
ね
」
と
娘こ

の
言
え
ば
甘
え
控
え
て
頑
張
ら
な
い
と　
　

平　
　

原　

渡
辺　

京
子

　
　
　

●町指定無形文化財で、昨年

５年ぶりに開かれた「六日町

ヨイマカ」の様子を写真で記

録した本「ヨイマカ2024」

が町図書館と町文化会館に展

示されています。制作した白

坂美
み ほ

保さん［六日町］は「多

くの人にヨイマカの魅力が伝

われば幸いです。今後は、一

昨年、宮崎神宮大祭で披露し

たヨイマカの様子を収めた本

を制作したいと思っていま

す」と笑顔。ぜひ、同施設に

お立ち寄りいただき、手に

取ってご覧ください。※ヨ

イマカ2024は前夜祭と１日

目、２日目でそれぞれ制作さ

れ、計２冊が展示されていま

す。なお、本の貸し出しは

行っていません。

みんなの声

人権擁護委員に就任
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【心配ごと相談】第１木曜日
　４月３日㈭、５月１日㈭
　午前９時 30 分～正午
【司法書士専門相談】
　４月 10 日㈭、４月 24 日㈭
　午後２時～４時　電話予約が必要です。
　　　　　　  場所　町総合福祉センター

※各相談は、新型コロナウイルス感染症拡大状況に
よっては中止することもあります。

　４月 17 日㈭　
　場所　町図書館ボランティア室　
　国などの仕事について相談委員が応じます。

問総務課　☎ 75-3118 

　４月 18 日㈮　10 時～ 15 時
　場所　福祉センター

問町民生活課　☎ 75-9402 

▶町社会福祉協議会　☎ 75-6267▶町税・各種料金などの納期

▶納税相談（夜間） ☎ 75-9404

編

集

後

記

　４月９日㈬、４月 23 日㈬
　午後５時～午後７時 30 分
　場所　税務課（本庁舎１階東側）

町県民税 国民健康保険税

＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊

固定資産税 後期高齢者医療保険料

＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊

介護保険料 下水道事業受益者負担金

＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊

保育料・町営住宅使用料・水道料金・下水道使用料

４月分

　納付はお早めに。納付書を紛失された場

合は担当窓口へお問い合わせください。

納 付場所  納付書記載の金融機関・コン

ビニエンスストア・役場の担当窓口

※ 後期高齢者医療保険料・介護保険料はコン

ビニでの納付が可能です。

口座振替日 ４月 25 日㈮
※残高をご確認ください。

【教育相談】
　平日 午前８時 15 分～午後５時
　☎７５－３８９３
【スクールサポーター】
　平日 午前８時 15 分～午後５時
　☎７５－３１１９
【国富町保健センター】
　平日 午前８時 15 分～午後５時
　☎７５－３５５３
【国富町福祉課】
　平日 午前８時 15 分～午後５時
　☎７５－９４０３
【宮崎県中央保健所】
　平日 午前８時 30分～午後５時 15 分
　☎２８－２１１１
【自殺防止電話 宮崎自殺防止センター】
　月・水・金・日 午後８時～午後 11 時
　☎７７－９０９０
【全国共通人権相談ダイヤル】
　平日 午前８時 30 分～午後５時 15 分
　☎０５７０－００３－１１０
【宮崎県子ども・若者総合相談センター】
　月・火・水・土・日 午前 10 時～午後５時
　☎４１－７８３０

【いのちの電話】
　365 日午後９時～翌朝４時
　☎０５７０－７８３－５５６

お名前を名乗る必要はありません。

どんな事でも結構です。相談内容の

秘密は必ず守られますので、どうぞ

安心してお電話ください。宮崎県に

お住まいの人専用の相談窓口です。

ひ
と
り
で

悩
ま
な
い
で

　

誰
か
に

話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

Pick UP!

　

こ
の
度
、
４
月
の
人
事
異
動
で

広
報
担
当
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
町
民
の
皆

さ
ま
を
は
じ
め
、
家
族
や
上
司
、

同
僚
、
県
内
外
の
広
報
担
当
の
仲

間
た
ち
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
人

に
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
く
、
学
び
の
あ
る
日
々

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

カ
メ
ラ
や
編
集
ソ
フ
ト
の
使
い

方
を
学
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た

広
報
担
当
生
活
で
す
が
、
４
年
の

月
日
が
流
れ
、
次
の
担
当
者
に
教

え
ら
れ
る
く
ら
い
に
成
長
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
入
り
、
私
や
後
任
の

よ
う
に
、
新
た
な
環
境
に
身
を
置

く
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
心
身

と
も
に
負
担
の
か
か
る
時
期
で
す

の
で
、
手
は
抜
か
ず
と
も
力
は
抜

い
て
、
一
緒
に
歩
み
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
４
年
間
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
翔

町の人口
（３月１日現在）

(　) 内は前月比

総　計
7533 世帯

（＋２世帯）
1 万 7491 人
（ － 12 人）

8190 人
（－８人）

9301 人
（－４人）

２月の動き＝出生８人、死亡 29 人
　　　　　     転入 55 人、転出 46 人

男 女

▶行政相談

▶人権・なやみごと相談

寄

　付

　者

　区

　名

　物

　故

　者

薮
内　

和
子　

市
ノ
瀬　

亡
夫　

英
男

宮
田
佐
智
子　

十
日
町
東　

亡
夫　

文
夫

都
成
美
千
代　

井　

野　

亡
母
祝
園
艶
子

森
岡　

賢
治　

犬　

熊　

亡
子
隆
太
朗

鳥
原　
　

肇　

仲　

町　

亡
母
喜
代
子

吉
野　

俊
郎　

狩　

野　

亡
父　

重
俊

諏
訪　

澄
子　

井　

野　

亡
夫　
　

勉

日
髙　

良
子　

一
丁
田　

亡
夫　

勝
巳

福
永　
　

勝　

田　

尻　

亡
母　

久
子

日
野　

良
子　

堀　

内　

亡
夫　

良
隆

吉
野
ユ
イ
子　

永　

田　

亡
夫　

武
敏

井
口　

重
光　

八
代
馬
場　

亡
妻　

幸
代

野
田　

惠
美　

森　

永　

亡
夫　
　

忠

野
中　

政
信　

三　

名　

亡
母
三
和
子

穂
満
ア
ツ
子　

森　

永　

亡
夫　

道
弘

小
倉
由
紀
子　

宮
王
丸　

亡
夫　

国
照

安
東
ト
キ
子　

塚　

原　

亡
夫　

博
光

鈴
木
佐
代
子　

門　

前　

亡
夫　

志
朗

岩
切　

敏
子　

稲　

荷　

亡
夫　

征
男

 
 

▼
社
会
福
祉
協
議
会
☎
75

－

６
２
６
７

[[[[[[[[[[[[[[[[[[[

]]]]]]]]]]]]]]]]]]]

忌
明
寄
付
を
紹
介
し
ま
す
※
敬
称
略

２
月
20
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
寄
付
者

※休日在宅医は変更になる場合があります。最新の情報は新聞などでご確認ください。

休 日 在 宅 医

４月 内科・外科・小児科 など 精 神 科

６日㈰ 平山こどもクリニック 国富 75 - 5 600 髙 宮 病 院 2 4 - 5 6 7 8
13 日㈰ こ む ら 内 科 医 院 高岡 82 - 5 611
20 日㈰ こ ざ く ら 整 形 外 科 国富 75 - 2 121 西都病院（0983） 4 3 - 0 1 4 3
27 日㈰ 棚 田 内 科 泌 尿 器 科 国富 75 - 1 000 内村病院（0984） 2 3 - 2 5 7 5
29 日㈷ け い め い 記 念 病 院 国富 75 - 7 007 野 崎 病 院 5 1 - 3 1 1 1

善
意
の
寄
付
を
紹
介
し
ま
す
※
敬
称
略

▼
昭
和
３
５
年
八
代
中
卒
業
山
脈
会
一
同

　

  

善
意
の
寄
付
と
し
て
社
協
へ

▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
宮
崎
ー
東
諸

　

 

善
意
の
寄
付
と
し
て
社
協
へ
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  広
報

く
に

と
み

４
月

号

広報紙へのご意見ご感想、情報提供をお待ちしています。

▶ 本紙へのご意見ご感想：郵便ハガキ（〒 880-1192 宮崎県東諸県郡国富町大字本庄 4800 番地　国富町役場総務

課宛）またはメールに必要事項を記入しお寄せください。持参も可。持参の場合は、郵便ハガキ以外の用紙（メ

モ用紙など）で提出することもできます。

▶ 必要事項：❶ご意見ご感想❷氏名・住所・年齢・ご連絡先（❷は記入いただける範囲でご記入ください）

▶ その他：取得した個人情報はいただいたご意見の回答のみに使用します。ご意見ご感想は次号でご紹介することが

あります。

メール送信用QRコード▶

　

第
65
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会
が

１
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬
両
日
、
東
京
都
新
宿

区
で
開
か
れ
、
交
通
安
全
活
動
に
尽
力
し
た

交
通
安
全
功
労
者
や
優
良
安
全
運
転
管
理
者

へ
の
各
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
人
へ

贈
ら
れ
る
交
通
栄
誉
章
「
緑

み
ど
り
じ
ゅ
う
じ

十
字
金
章
※

」
を

福
永
慶け

い

こ子
さ
ん
［
一
丁
田
］
が
受
章
し
ま
し

た
。
福
永
さ
ん
は
、
昭
和
57
年
か
ら
平
成
24

年
ま
で
高
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
運
営
委
員

を
務
め
た
ほ
か
、
平
成
12
年
度
か
ら
平
成
20

年
度
ま
で
、
町
交
通
指
導
員
を
併
任
す
る
な

ど
交
通
安
全
の
推
進
に
尽
力
。
そ
の
間
、
町

内
の
保
育
園
や
高
齢
者
サ
ロ
ン
、
介
護
施
設

に
足
を
運
び
、
自
作
の
紙
芝
居
で
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
た
り
、
「
一
人
で
も
話
を
聞
い

て
く
れ
る
人
が
い
る
な
ら
」
と
少
人
数
か
ら

野
外
教
室
を
開
い
た
り
す
る
な
ど
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
、
献
身
的
に
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

福
永
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
章
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
皆
さ
ん
か
ら
活
動
の
機

会
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
ま
た
、
外

出
す
る
こ
と
が
多
く
あ
る
活
動
に
も
関
わ
ら

ず
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
夫
（
故
・
福

永
弘ひ

ろ

し志
さ
ん
）
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
話

し
、
受
章
を
喜
び
ま
し
た
。
福
永
さ
ん
は
、

現
在
、
少
年
補
導
員
と
し
て
子
ど
も
の
見
守

り
や
啓
発
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
献
身
的
な
啓
発
活
動
が
認
め
ら
れ

※交通安全功労者・優良安全運転管理者の受章者119人のうち、宮崎県の受章者は福永さんただ一人

交
通
栄
誉
章
緑
十
字
金
章

▼
こ
の
ま
ち
の
素
敵
な
人
と
景
色
に
出
会
え
る
頁　

国
富
探
訪V

O
L
6


